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近年、世界中で急速な地球温暖化が大きな問題となっている。地球温暖化の主な原因とされて

いるのが温室効果ガスのひとつである二酸化炭素である。そこで、太陽電池の中でも色素増感型

太陽電池に着目した。色素増感型太陽電池（以降ＤＳＳＣ）とは、２枚の導電性ガラスからなる

太陽電池である。シリコン系太陽電池とＤＳＳＣとではそもそもの仕組みが違っており、シリコ

ン系太陽電池が光エネルギーを電気エネルギーに変換することで電気を生み出すのに対し、ＤＳ

ＳＣは酸化還元反応を利用することで電気を生み出している。光触媒として知られている酸化チ

タンのナノ多孔膜を光電極として用いていて、もともと 410nm 以下の紫外線しか吸収できない酸

化チタンの表面に色素が吸着することで、可視光や赤外線にも感度を持つようにし、太陽光によ

って電気を作ることができる。 

 

１背景 

色素増感型太陽電池とは透明な導電性ガ

ラスに酸化チタンを焼き付け、色素を吸着

させた電極と、同じく導電性ガラス板の対

極からなる。色素増感太陽電池の長所は、

簡単な材料で作成できること、さまざまな

形のものも容易に作成できることが挙げら

れる。しかし、短所としては発電効率が悪

く、長期間の使用が難しいことがある。 

2 年前に行われた先行研究では、太陽電

池を製作する過程で使用する硝酸の pH 値を

操作し、電圧にどのような変化が起こるの

かを調べていた。実験の結果、硝酸の pH 値

が 2.0 に近づくにつれて電圧の値は大きく

なったが、持続力はないということが分か

った。 

今回の実験では、硝酸の pH 値は 3.0（実

験キットによる）と固定し、使用する色素

や色素の濃度を変えて、電圧を計測した。

色素に着目しアントシアニン量による発電

量の変化について実験した。 

 

 

 

 

 

図 1 ＤＳＳＣの構造 

また、DSSC はシリコン系太陽電池に比べて 

素材が安価なため、容易に作成することが 

できる。しかし、発電効率が悪く、持続力 

もないため、実用化には至っていない。 

 

２ 材料と方法 

・材料、道具 

 太陽電池…導電性ガラス、硝酸、二酸化 

チタンの粉末、炭素、 

ブルーベリー果汁(濃度 100％、

25％)、 

イチゴ果汁(100％のみ)、ヨウ化

物電解質溶液 

 使用する道具…ガスバーナー、プロジェクタ

ー、マルチメーター 



 

色素増感太陽電池の作成方法 

① 二酸化チタン粉末と硝酸（ph3）を混合しペ

ースト状にする。 

 

② 上記で出来たものを導電性ガラスに均一に

塗った後、ガスバーナーで 10 分程度炙る。 

③ 完成したサスペンションを負極とし調べる

果汁に 15 分程度浸す。 

④ もう一枚のガラスは正極とし鉛筆を使い黒

鉛を付着させる。 

⑤ 正極ガラスにヨウ素液を 1,2 滴垂らし、負

極を重ね合わせ完成。 

 

 

 

実験 

（ア）果汁による発電量の違いを調べる。 

（イ）色素の量による発電量の違いを調べる。 

 

実験方法 

①…ブルーベリー果汁、イチゴ果汁を用いて太    

  陽電池を作る。プロジェクターで太陽電池

へ光をあて、それぞれの電圧を 30 秒間隔

で、5 分間計測する。 

②…濃度 100%､50%､25%のブルーベリー果汁を用   

  いて太陽電池を作る。プロジェクターで太

陽電池へ光をあて、それぞれの電圧を 30 秒

間隔で、5 分間計測する。 

 

３ 結果と考察 

実験① 

ブルーベリー、イチゴ、果汁なしの順に高い電

圧が測定され、5 分間その状態が保たれた。ま

た、イチゴ果汁を使用したときに急激な電圧の

変化が見られた。また、色素がない場合も発電

できたことから、酸化チタンが可視光に含まれ

ている 410nm 以下の波長の光を吸収し、発電し

たと考えられる。今後の実験では、ブルーベリ

ーのほうが発電電圧が大きかったことから、ブ

ルーベリーを用いることにする。 

 



実験① 

実験② 
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４結論 

色素の含有量が大きいほど発電電圧が大きくな

ることがわかった。また、ブルーベリーの色素

含有量は 386.6mg/100g、イチゴは 21.2mg/100g

であり、ブルーベリーはイチゴの約 18 倍の色素

を含有している。よって、以下の実験より、

DSSC の発電電圧の差は植物によるちがいではな

く、色素の含有量によるちがいだということが 

わかる。このことから、色素増感型太陽電池の

発電効率を高めたい場合は、色素の含有量が大

きい植物を使用するといいといえる。今回の実

験では、色素としてブルーベリーとイチゴを使

用したが、今後の実験では、発電効率をあげる

ためにこれらより色素含有量の大きいアサイー

ベリーやビルベリーを用いて測定していきた

い。また、今回は、測定時間が 5 分と短かった

ため、測定時間を延ばして、電圧の変化のしか

たを調べると共に、現在の発電量で何に使える

かを調べたい。また、数回の実験でうまく電圧

を測定できないことがあった。サスペンション

の状態や、塗布量などの原因が考えられる。今

回の実験では、自分たちで塗布や焼付を行った

ため、より正確な結果を得るためにすでに焼付

までされているガラスを使って測定するなど、

うまく測定できなかった原因を調べ、安定した

発電と発電効率向上を目指していきたいと思

う。 
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